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JA湖東管内「びわほなみ」現地研修会を開催しました 

 

2月7日、東近江市の湖東・愛東地域の小麦栽培生産者を対象に、「びわほなみ」現地研修会

をJA湖東と連携して開催したところ、生産者４８名が参加されました。 

  

JA湖東管内では、令和５年産から小麦の作付け品種が「びわほなみ」に全面転換されました。 

 当課では、令和４年から JA 湖東と連携し、「びわほなみ」の収量確保を目指し、基準ほ（４か

所）の設置や研修会の開催、情報発信を行い、栽培技術の習得と安定生産を支援してきました。 

 今回の現地研修会では、これまでの生育概況や収量確保に向けた栽培管理として穂肥施用

時期の判断や排水対策、雑草対策について説明しました。参加者からは、穂肥施用時期である

茎立期の見方や、雑草に応じた除草剤の選択について質問があり、「びわほなみ」栽培への意

気込みが伺えました。 

当課は、引き続き関係機関と連携し、「びわほなみ」の安定生産に向けた取組を支援していき

ます。 
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